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●使用前にはラベルをよく読んでください。 　　●ラベルの記載以外には使用しないでください。 　　●小児の手の届く所には置かないでください。

※本印刷物は2025年2月時点での知見に基づいて作成しています。

【効果・薬害等の注意】
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってく
ださい。

●使用直前に容器をよく振ってください。
●予防効果主体の剤なので、発病初期に散布し
てください。

●本剤の使用に当たっては、使用方法を誤らな
いように注意し、特に初めて使用する場合は
病害虫防除所等関係機関の指導を受けるよ
うにしてください。

【安全使用上の注意】
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●公園等で使用する場合は、散布中および散布後（少なくとも散布当日）に小児や
散布に関係のない者が散布区域に立ち入らないよう縄囲いや立て札を立てるな
ど配慮し、人畜等に被害を及ぼさないよう注意を払ってください。

●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにしてください。
●散布器具の洗浄水および残りの薬液は河川等に流さず、容器等は環境に影響を
与えないよう適切に処理してください。

保管…密栓し、直射日光を避け、食品と区別して、冷涼な所に保管してください。

ホームページの
製品情報へ

【適用作物と使用方法】
作物名 適用病害虫 １㎡当りの使用液量 使用時期 総使用回数

＊
使用方法

0.1ℓ
散布

＊本剤およびシアゾファミドを含む農薬の総使用回数

芝
（ベントグラス） 0.2ℓ

200倍

希釈倍数

0.5ℓ
発病初期 ６回以内ピシウム病

赤焼病
1000倍
400倍

一般名 シアゾファミド

 

化学名（IUPAC)

 

有効成分量
物理的化学的性状

 

FRACコード
水溶解度

4-クロロ-2-シアノ -N,N-ジメチル 
-5-p-トリルイミダゾール -1-
スルホンアミド

9.4%
淡褐色水和性粘稠懸濁液体
２１（Qil殺菌剤）
0.121ppm（pH5、20°C）

物理的・化学的性状と安全性

人畜毒性
（製品）

 

急性経口毒性 LD50＞5000mg/kg（ラット　　 ）、
急性経皮毒性
皮膚腐食性／刺激性 刺激性なし（ウサギ）

眼刺激性 200倍希釈液は刺激性なし（ウサギ）
皮膚感作性 感作性なし（モルモット）

水生生物
への影響
（製品）

コイ、ニジマス LC50＞1000mg/L（96時間）
オオミジンコ EC50＞ 1.51mg/L（48時間）
藻類 ErC50＞2.05mg/L（72時間）

*毒劇物に該当しないものを指していう通称

LD50＞2000mg/kg（ラット　　 ）、

普通物*
ごく軽度の刺激性あり

少水量散布でも使用できます！

希釈

200倍希釈
 (0.1ℓ/㎡散布)

ランマンP
フロアブル 散布面積

5ℓ 
(1ℓ規格×5本) 10,000㎡

400倍希釈
 (0.2ℓ/㎡散布)

2.5ℓ 
(1ℓ規格×2.5本) 5,000㎡

1,000倍希釈
 (0.5ℓ/㎡散布)

1ℓ 
(1ℓ規格×1本) 2,000㎡

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

の使用適期

8月 9月 10月 11月12月

各種雪腐病
褐色雪腐病

赤焼病

ピシウム病

【ランマンPフロアブルの使用時期】 【ランマンPフロアブルの使用例】
発病前、または発病初期に散布してください

核 粗面小胞体

ミトコンドリア

滑面小胞体 細胞膜

マトリックス

外膜 内膜

膜間部

　ランマンＰフロアブルの有効成分であるシアゾファミドは、植物病原菌のミトコンドリア内膜上に存在する酵
素複合体の一つに結合することでその酵素活性を阻害するため、膜内での電子伝達系を阻害し、病原菌を死滅
させることが確認されています。

ピシウム菌に優れた効果

優れた耐雨性と残効性

まん延防止効果（サニテーション効果）

病原菌の菌糸生育を低濃度で阻害し、ピシウム菌に特異的
に高い防除効果を示します。

散布後乾けば、降雨があっても安定した効果を発揮します。
概ね２週間程度の残効が期待できます。

予防効果主体の薬剤ですが、遊走子のう形成阻害作用に
優れ、次世代の菌密度を効率的に抑えるので、未感染葉や
周辺への病害進展を防ぎます。

特長１

特長２

特長３

ミトコンドリアは二重膜構造です。
その内膜にcytochrome bc複合体
が埋まっています。

病原菌細胞の模式図

マトリックス
（細胞間質）

ミトコンドリア内膜

膜間部

H2O 1/202

複合体Ⅲ

内側

外側

タンパク質の一種

2QH2

2Q

Q

QH2

QH2

Q
複合体Ⅳ 複合体Ⅰ

（もしくはⅡ）

Qi部位阻害剤

NADH
(orコハク酸)

Fe c Fe-S

Fe c1

e-

e- Qi

Qo

cytochrome c1 cytochrome b

Fe b-566

Fe b-560

Qo部位阻害剤
ストロビルリン系殺菌剤など

ランマンPフロアブルの特長ランマンPフロアブルの特長

シアゾファミドの作用性シアゾファミドの作用性

上手な使い方上手な使い方



シアゾファミドは実用処理薬量から1/1000量においてもほぼ菌糸伸長を阻害しました。
菌糸伸長の阻害効果

実施：石原産業株式会社 中央研究所 社内試験(2011年）　　供試薬剤：シアゾファミド100ppm、0.1ppm（実用処理薬量の1/1000量）
実施方法：各濃度を含むPDA培地上にシバピシウム病Pythium graminicolaの菌叢ディスクを接種。20℃室温にて2日間培養し撮影した。

阻害 ランマンPフロアブル
の阻害部位

遊走子の放出遊走子のうの分化

遊走子の遊泳

阻害

遊走子

阻害

被のう胞子

阻害

被のう胞子の発芽と植物体への感染

遊走子のう

阻害

遊走子のうの形成

間接発芽
（遊走子のう発芽）
間接発芽

（遊走子のう発芽）

直接発芽直接発芽

遊走子のう発芽

阻害

遊走子のう

遊走子のうの遊離

無処理区 シアゾファミド 実用処理薬量 シアゾファミド 実用処理薬量の1/1000量

病原菌の各生育ステージを低濃度で阻害
　ピシウム菌は生育に好適な温度・湿度において、無性生殖で遊走子のうから遊走子を放出します。また菌糸伸
長が早いため急速にまん延します。炭疽病、葉腐病、細菌病などの病害発生の引き金となり、年中ピシウム菌が
関与する病気が発生するため、定期的な予防防除が重要です。

ベントグラス

ピシウム菌の生活環とランマンPフロアブルの作用部位

安定した防除効果の秘密

※本剤の水溶解度は0.12ppm。 　本剤0.1ppmで菌糸伸長阻害活性を有します。

植物表面植物表面

遊走子

阻害

（イメージ図）

水に約0.1ppmのシアゾファミドが徐々に溶けだします

阻害

シアゾファミド

●ランマンPフロアブルの実用最低処
理薬量である1000倍（100ppm）
を散布すると芝表面に多くの有効
成分が付着します。
 ●朝露や雨などの病原菌の発病に必
要な水分に理論上約0.1ppm※の濃
度で徐々に溶け出し、病原菌に作用
しながら芝表面を保護し続けます。

●これが安定した防除効果を発揮する
要因の一つとして考察しています。

降雨の多い時期や散水時など、
ピシウム菌が発生しやすい条件下においても、

ランマンPフロアブルは予防効果を発揮することが期待できます。

実　　施：石原産業株式会社 中央研究所 社内試験(2010年）
対象病害：シバピシウム病
供試作物：西洋芝（ペンクロス）/温室内で育苗
接種方法：ピシウム病菌の菌叢ディスク(φ4mm)を接種。
試験規模：1区3ポット
供試薬剤：ランマンPフロアブル  実用処理濃度 1000倍（使用液量0.5ℓ/㎡）、
　　　　   1/2量、1/4量
調査方法：所定薬量を散布した24時間後に降雨処理（20mm/h,2h）。
　　　　  その24時間後にピシウム病菌の菌叢ディスクを接種。
　　　　  接種14日後に発病面積率を調査し、発病度から防除価を算出。

実　　施：東日本グリーン研究所　圃場試験（2009年）
対象病害：ピシウム病
病害発生状況：少⇒中発生
処  理  日：6月15日
供試薬剤：ランマンPフロアブル　400倍（使用液量0.2ℓ/㎡）
調査方法：パッチ面積率を測定し2区の平均値を取りまとめ、防除価を算出。

　基礎活性試験において、ランマンPフロアブルは
実用処理薬の1/4量でも高い耐雨性を示しました。

　委託試験において、ランマンPフロアブルは処理
14日後も予防効果を発揮し、残効性に優れること
が確認できました。
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ランマンPフロアブル 無処理ランマンPフロアブル

胞子を作り出す
　活動をストップ

ベントグラスに到達した病原菌（被のう胞子）が、遊走子のうを形成する活
動、ならびに遊走子のうから遊走子を放出する活動の両方を阻止します。

胞子は植物体に
 感染できなくなる

ランマンPフロアブルの薬液に触れた遊走子のうは、感染能力を失います。
そのため、ベントグラスの地際部や茎葉部への感染阻止が期待できます。

ランマンPフロアブルはピシウム菌の生活環における
様々なステージの胞子に殺菌的に作用するので、

胞子を作らせない、胞子を発芽させない、

だから、まん延させません！

��

��

一つの発病箇所から、周辺への広がりを防止する。
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実施：新中国グリーン研究所　圃場試験（2009年） 
病害発生状況：8月上旬に発生。発生程度は多発生。
供試薬剤：ランマンPフロアブル400倍（使用液量 0.2ℓ/㎡）
処理日：7月31日、8月17日の計2回 
調査：パッチ面積率を測定し3区の平均値を取りまと

め、防除価を算出。
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実施：関西グリーン研究所　圃場試験（2009年）
病害発生状況：中発生
供試薬剤：ランマンPフロアブル400倍（使用液量 0.2ℓ/㎡）
処理日：3月31日、4月13日の計2回 
調査：パッチ面積率を測定し2区の平均値を取りまと

め、防除価を算出。

実施：関西グリーン研究所　圃場試験（2009年） 
病害発生状況：中発生（人工接種）
供試薬剤：ランマンPフロアブル400倍（使用液量 0.2ℓ/㎡）
処理日：8月28日 
接種日：8月31日（処理3日後） 
調査：被害部の縦横垂直2方向の長さを測定し2区の

平均値を直径として、被害面積（㎠）をとりまと
め、防除価を算出。
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ランマンPフロアブル 無処理

ランマンPフロアブル 無処理

ランマンPフロアブル 無処理

最終調査時：ランマンPフロアブル処理区の防除価は84

最終調査時：ランマンPフロアブル処理区の防除価は100

最終調査時：ランマンPフロアブル処理区の防除価は99.7

ピシウム菌に優れた効果 優れた耐雨性と残効性 まん延防止効果（サニテーション効果）

委託試験成績

ピシウム菌に優れた効果 優れた耐雨性と残効性 まん延防止効果（サニテーション効果）

委託試験成績


